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１．高台まちづくりとは

２．高台まちづくりに期待される役割・機能

３．避難、災害復旧拠点としての具体の検討

４．平常時のにぎわい空間としての検討

５．まとめ
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避難所となる小中学校が水没・孤立
１．高台まちづくりとは
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江東区

墨田区

葛飾区

足立区
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環状７号線

水没する緊急道路 赤表示の緊急輸送道路
は水没する。

緊急輸送道路（環状7号線、国道4号、6号、14号等）

１．高台まちづくりとは
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江東区

墨田区

葛飾区

足立区
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１．高台まちづくりとは
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災害に強い首都「東京」形成ビジョン（令和２年１２月）

災害に強い首都「東京」形成ビジョン概要版（令和２年１２月災害に強い首都「東京」の形成に向けた連絡会議）
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１．高台まちづくりとは
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ＴＯＫＹＯ強靭化プロジェクト（令和４年１２月）

TOKYO強靭化プロジェクト 「100年先も安心」を目指して（令和４年１２月東京都）
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１．高台まちづくりとは
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流域治水の位置づけ

「流域治水」
答申概要資料（令和２年７月社会資本整備審議会）
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１．高台まちづくりとは
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高台まちづくりのイメージ

災害に強い首都「東京」形成ビジョン概要版（令和２年１２月災害に強い首都「東京」の形成に向けた連絡会議）
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２．高台まちづくりに期待される役割・機能

10

（１）高台の避難拠点

（２）大規模災害時の災害復旧拠点

（３）地域のにぎわい空間

主な高台まちづくりの役割
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２．高台まちづくりに期待される役割・機能
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役割
水害時の避難場所
機能
避難対象人口を収用可能な空
地
災害時の救急、救援及び物資
補給等の拠点
メリット
高台と堤防天端がつながって
いることにより、
⇒避難可能な範囲が増える
⇒一時避難後、浸水域外への
移動が可能
⇒孤立化しない

（１）浸水想定区域における高台の避難拠点

荒川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

小松川地区
高規格堤防
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２．高台まちづくりに期待される役割・機能
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役割
大規模浸水等が発生した場合
の復旧活動の拠点
機能
堤防天端と水没地域外と連結
可能な高架道路等により、洪
水時の緊急輸送道路ネット
ワーク機能
地震災害時の緊急用船着場や
緊急用河川敷道路とのネット
ワーク機能

（２）大規模災害時の災害復旧拠点

メリット
大規模浸水時には、災害復旧活動、資機材運搬のための限られ
た輸送網となる

浮間地区荒川防災ステーション
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２．高台まちづくりに期待される役割・機能
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役割
公的空間、施設を活用したに
ぎわい拠点
機能

難できる場所として、平常時
においても親しまれる場所
メリット
地域の人々のレクリエーショ
ン等の場として、河川を活用
した地域活性化にも資する良
好な空間形成が可能

（３）平常時における地域のにぎわい空間

殿町第一地区高規格堤防（多摩川）
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３．避難、災害復旧拠点としての具体の検討
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災害時等の高台の活用検討で考慮すべき事項

（１）緊急避難場所（一時避難場所）

（２）広域ネットワーク機能

（３）災害復旧拠点

（４）避難所

地域の実情に応じて組み合わせることで、高台の必要
性や規模を検討する。
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３．避難、災害復旧拠点としての具体の検討
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（１）緊急避難場所（一時避難場所）
検討の考え方
大規模洪水発生時に、概ね24時間、緊急的にその場に滞在す
ることを目的とする。24時間経過後は、寝泊まりが可能な避
難所等に移ることを基本とする。

必要規模
一時避難場所として必要な面積は、一人当たりに必要な避難面
積が「防災公園の計画・設計・管理運営ガイドライン（改訂第
2版）」では2㎡とされていることなどを参考に、避難対象者
数を算出することで、算定できる。

＜一時避難場所（一時避難場所）＞
災害対策基本法において、指定緊急避難場所は、災害の危険から命を守るために緊
急的に避難をする場所

災害種別ごとに指定を行うこととされている。
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３．避難、災害復旧拠点としての具体の検討
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検討の考え方
洪水等による浸水が発生した場合、東京の東部低地帯の緊急輸
送道路は、その大部分が水没して使えなくなる。
水没しない道路は、大河川の堤防天端の河川管理用通路、高速
道路など広域圏につながる高架道路、渡河橋梁である。

必要規模
浸水時においても水没しない天端通路を利用し、浸水域外への
避難、災害復旧、緊急輸送等のための広域ネットワークを構築
する必要もある。

（２）広域ネットワーク機能
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３．避難、災害復旧拠点としての具体の検討

18

（３）災害復旧拠点
検討の考え方
洪水で市街地が浸水した際には、高台は地域において一定規模
の面積が確保できる重要な場所となるため、応急復旧の拠点と
して使用する。
災害復旧拠点として、水害時の排水・復旧計画を検討したうえ
で、地域防災計画等への位置づけが必要である。

必要規模
応急復旧、水防活動に必要な土砂などの緊急用資材の備蓄、資
機材の搬出入に必要なスペース、防災ヘリコプターの離着陸場
所、現地対策本部や水防団の待機場所・水防倉庫などを収容す
る水防センターの整備などに必要な面積を確保する必要がある。
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３．避難、災害復旧拠点としての具体の検討
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検討の考え方
高台避難は、災害の危険から命を守るために緊急的に避難をす
る一時避難を主目的とし、一定の時間雨風をしのぎ、堤防天端
を利用して、浸水域外へ避難することを想定。

で避難する避難所の機能を付加する検討も必要。
避難所の検討では、避難者の移転先が決まるまでの概ね1週間
を目途に、避難者を収容し、寝泊まりできる面積を確保する。

（４）避難所
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３．避難、災害復旧拠点としての具体の検討
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（１）堤防天端道路舗装の拡幅
天端道路の舗装幅は、災害時において、安全に避難者の移動や
物資の運搬を行うには、緊急用車両がすれ違える幅員（6.5ｍ
程度）の確保が必要

（２）分断箇所の解消
広域ネットワークや、域外への避難、災害復旧を行ったりする
には、堤防天端が連続している必要があるため、橋梁部等の堤
防天端道路が分断している箇所の解消
災害時の復旧計画の検討に、付近の高架道路を踏まえたネット
ワークの作成とその接続方法についても検討する必要

役割・機能を果たすための課題
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４．平常時のにぎわい空間としての検討
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荒川鹿浜地区高規格堤防 多摩川殿町第一地区高規格堤防

荒川北赤羽地区高規格堤防

既設高規格堤防の上面利用状況
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４．平常時のにぎわい空間としての検討
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河川沿いの高台は、河川の眺望もよく、にぎわいの創出や利便
性の向上なども期待できる。
カフェ等の飲食施設、バーベキュー施設等、実施可能なメ
ニューは多々あり、様々な活用が可能である。
河川敷を利用する場合に比べ、洪水時に工作物を撤去したり等
の対応が必要ない。

閖上地区かわまちづくり

平常時の利活用

従来の地方公共団体による
占用だけでなく、
「RIVASITE
業者の参入を促進する取組

者による活用も含めて、高
台のにぎわいづくりを検討
していく必要がある。
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４．平常時のにぎわい空間としての検討
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広域連携
高台の機能を広域に連携させ、浸水時に水没しない天端通路を
整備すれば、平常時には、サイクリングやジョギングなどに利
用できる。
まち側の施設と連携したサイクリングによるにぎわいづくりや、
最上流部までのロングトレイルなど、拡大展開も期待できる。

留意事項
災害時の利用に必要な面積を考慮して、平常時利用をする必要
がある。
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５．まとめ
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河川沿いに高台を整備することは、
一時避難できる範囲が広くなる。
一時避難してきた避難者が堤防天端を通じて浸水域外
へ避難したり、広域的なネットワークが構築できる。
災害時の復旧拠点や避難所なども整備可能。
平常時における利活用の幅も、かわまちづくり等と連
携することで広げることができ、地域の賑わいの場と
なることで、高台のさらなる魅力となる。

⇒各地域において、地域の実情に応じた災害時、平常
時における高台のさらなる利活用を検討、実施して
いくことにより、高台まちづくりの認知度を向上さ
せ、河川沿いの高台の整備の促進につなげていく必
要がある。
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ご清聴ありがとうございました
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